
(57)【要約】

【課題】　主燃焼室と連通路を介してガス交換が可能な

副室を備え、副室内にて点火することにより主燃焼室と

副室の差圧を利用し火炎を連通路からトーチ状に噴出す

る副室式内燃機関において、高負荷運転時に副室先端部

にて発生する予期せぬ熱面着火を回避すべく、副室壁先

端部を効果的に冷却可能な副室壁の構造を提供する。

【解決手段】　内燃機関における副室外壁を高熱伝導率

部材にて形成する、又は高熱伝導率材をコーティングす

る、又は高熱伝導率のシート材にて形成することで、副

室外壁の熱伝導率を副室内壁の熱伝導率と比較して高く

する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
主 燃 焼 室 と 、 壁 に よ っ て 形 成 さ れ た 副 室 と 、 該 壁 に 形 成 さ れ た 前 記 燃 焼 室 と 前 記 副 室 を 連
通 さ れ る 連 通 路 と 、 該 副 室 内 に 設 置 さ れ た 点 火 手 段 と を 有 し て お り 、 該 壁 の 少 な く と も 一
部 分 は 主 燃 焼 室 に さ ら さ れ て い る 副 室 式 内 燃 機 関 に お い て 、 副 室 外 壁 の 熱 伝 導 率 を 副 室 内
壁 と 比 較 し て 高 く し た こ と を 特 徴 と す る 副 室 式 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 副 室 近 く の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 内 に 水 通 路 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 副 室 式 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 副 室 外 壁 は 、 高 熱 伝 導 率 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２
の い ず れ か に 記 載 の 副 室 式 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 連 通 路 内 壁 は 、 高 熱 伝 導 率 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し
３ に 記 載 の 副 室 式 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 高 熱 伝 導 率 部 材 は 、 コ ー テ ィ ン グ 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記
載 の 副 室 式 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 高 熱 伝 導 率 部 材 は 、 シ ー ト 状 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の
副 室 式 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 コ ー テ ィ ン グ 部 材 は 、 陽 極 酸 化 皮 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 副 室 式
内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 シ ー ト 状 部 材 は 、 ア ル ミ ナ で 形 成 さ れ て い る シ ー ト も し く は フ ィ ル ム ま た は グ ラ フ ァ
イ ト シ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 副 室 式 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 副 室 内 に 水 素 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ８ に 記 載 の 副 室 式 内 燃 機 関
。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 副 室 内 に 改 質 ガ ス を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ８ に 記 載 の 副 室 式 内 燃
機 関 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 壁 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ た 副 室 を 有 し 、 前 記 壁 の 少 な く と も 一 部 分 は 主 燃
焼 室 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 副 室 式 内 燃 機 関 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ソ リ ン 内 燃 機 関 の 一 例 と し て 、 内 燃 機 関 に お け る 主 燃 焼 室 と 、 主 燃 焼 室 と 連 通 路 を 介
し て ガ ス 交 換 が 可 能 な 、 壁 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ た 副 室 と を 備 え 、 副 室 内 に て 点 火 す る
こ と に よ り 主 室 と 副 室 の 差 圧 を 利 用 し て 火 炎 を 連 通 路 か ら ト ー チ 状 に 噴 射 す る も の が あ る
。 こ の 内 燃 機 関 に お い て は 、 副 室 壁 の 一 部 が 主 燃 焼 室 内 に さ ら さ れ て い る た め 、 特 に 高 負
荷 運 転 時 に 副 室 壁 面 先 端 部 が 高 温 と な り 、 プ レ イ グ ニ ッ シ ョ ン を 引 き 起 こ す 熱 面 着 火 源 と
な る こ と が 問 題 と な る 。 そ こ で 、 副 室 壁 先 端 部 を 銅 合 金 な ど の 高 熱 伝 導 部 材 で 形 成 し 、 副
室 壁 先 端 部 の 冷 却 効 果 を 高 め る こ と に よ っ て 、 高 負 荷 運 転 時 に 副 室 壁 先 端 部 で 発 生 す る 予
期 せ ぬ 熱 面 着 火 を 抑 制 す る 方 法 が 公 知 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2004-308656号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 副 室 壁 先 端 部 の み を 高 熱 伝 導 部 材 で 形 成 す る と 、 冷 却 効 果 は 吸 気 行 程 に
お い て し か 得 ら れ ず 、 エ ン ジ ン 高 負 荷 ・ 高 回 転 速 度 運 転 時 に お い て は 、 熱 面 着 火 を 抑 制 す
る 効 果 が 低 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 副 室 壁 先 端 部 を 効 果 的 に 冷 却 可 能 な 副 室 壁 の 構 造 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　  
　 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 に お け る 副 室 外 壁 の 熱 伝 導 率 を 副 室 内 壁 の 熱 伝 導 率 と 比 較 し て 高 く
し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 に お け る 副 室 壁 先 端 部 に て 発 生 す る 予 期 せ ぬ 熱 面 着 火 を 抑 制
し て 、 高 負 荷 運 転 時 に お け る プ レ イ グ ニ ッ シ ョ ン を 抑 制 し つ つ 、 副 室 内 の 熱 移 動 を 最 小 限
に 抑 え て 低 負 荷 運 転 時 に お け る 副 室 の 過 冷 却 を 防 ぐ こ と が 可 能 と な り 、 燃 焼 安 定 度 が 高 く
、 効 率 的 な 運 転 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 副 室 式 内 燃 機 関 の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 １ は シ リ ン ダ ヘ ッ ド 、 ２ は シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク 、 ３ は ピ ス ト ン で あ る 。 ４ は 燃 焼 室 で あ り
、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ と シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ２ と ピ ス ト ン ３ に 取 り 囲 ま れ る 形 で 構 成 さ れ て い
る 。 ５ は 吸 気 弁 、 ６ は 排 気 弁 、 ７ は 吸 気 弁 用 カ ム 、 ８ は 排 気 弁 用 カ ム で あ る 。 吸 気 弁 ５ と
排 気 弁 ６ は 、 そ れ ぞ れ 吸 気 弁 用 カ ム ７ と 排 気 弁 用 カ ム ８ と に よ っ て 開 閉 駆 動 さ れ る 。 ９ は
吸 気 ポ ー ト 、 １ ０ は 排 気 ポ ー ト で あ り 、 燃 焼 室 ４ は 吸 気 弁 ５ を 介 し て 吸 気 ポ ー ト ９ と 、 排
気 弁 ６ を 介 し て 排 気 ポ ー ト １ ０ と そ れ ぞ れ 連 通 し て い る 。 １ １ は 副 室 壁 １ ２ に 取 り 囲 ま れ
て 形 成 さ れ て い る 副 室 で あ る 。 副 室 壁 １ ２ は 、 副 室 壁 天 井 部 １ ３ Ａ と 副 室 壁 円 柱 空 洞 部 １
３ Bと 副 室 壁 半 球 空 洞 部 １ ３ Cと か ら 構 成 さ れ て い る 。 副 室 １ １ は 点 火 プ ラ グ １ ４ を 有 し 、
燃 焼 室 ４ の 上 面 略 中 央 に 設 け ら れ て い る 。 １ ５ は 副 室 壁 半 球 空 洞 部 １ ３ Cに 設 け ら れ た 連
通 路 で あ り 、 燃 焼 室 ４ と 副 室 １ １ の ガ ス 交 換 を 可 能 に し て い る 。 な お 、 こ の 内 燃 機 関 は 図
示 し な い エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 燃 料 噴 射 お よ び 点 火 が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 副 室 １ １ の 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 副 室 壁 半 球 空 洞 部 １ ３ Cに は お ね じ が 切 ら れ て お り 、 副 室 壁 円 柱 空 洞 部 １ ３ Bに 切 ら れ た
め ね じ と か み 合 う よ う に 副 室 壁 円 柱 空 洞 部 １ ３ Bに ね じ 込 ま れ て い る 。 さ ら に 、 副 室 壁 天
井 部 １ ３ Ａ に は 点 火 プ ラ グ １ ４ が 固 定 さ れ 、 副 室 天 井 部 １ ３ Aは 、 副 室 円 柱 空 洞 部 １ ３ Bに
固 定 さ れ て い る 。 副 室 壁 円 柱 空 洞 部 １ ３ B側 面 の 副 室 壁 天 井 部 １ ３ A寄 り に は お ね じ が 切 ら
れ て お り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ に 切 ら れ た め ね じ と か み 合 う こ と に よ っ て 、 副 室 壁 １ ２ 全 体
を シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ に 固 定 し て い る 。 １ ４ は シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ 内 に 設 け ら れ た ウ ォ ー タ ー
ジ ャ ケ ッ ト で あ る 。 ウ ォ ー タ ー ジ ャ ケ ッ ト １ ４ は 副 室 １ １ に 近 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 副 室 壁 １ ２ は 、 副 室 外 壁 １ ２ Aと 副 室 内 壁 １ ２ Bか ら 構 成 さ れ る 二 層 構 造 と な っ て お り 、
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副 室 外 壁 １ ２ Aは 副 室 内 壁 １ ２ Bに 比 べ て 、 熱 伝 導 率 の 高 い 部 材 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 副 室 外 壁 １ ２ Aの 熱 伝 導 率 を 副 室 内 壁 １ ２ Bの 熱 伝 導 率 と 比 べ て 高 く な る よ う な 構 造 に す
る 方 法 と し て は 、 熱 伝 導 率 の 異 な る 二 部 材 を 重 ね 合 わ せ る 方 法 や ミ タ ニ ラ イ ト （ 登 録 商 標
 第 4703408号 ） や CNT（ カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ） な ど の コ ー テ ィ ン グ を 施 す 方 法 、 ま た は
、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） で 形 成 さ れ た シ ー ト も し く は フ ィ ル ム 、 ま た は グ ラ フ ァ イ ト シ
ー ト を 接 着 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 熱 伝 導 率 の 異 な る 二 部 材 を 重 ね 合 わ せ る 方 法 で は 、 副 室 外 壁 １ ２ Aを 高 熱 伝 導 率 部 材 で
あ る 例 え ば 銅 合 金 で 作 製 し 、 副 室 内 壁 １ ２ Bを 銅 合 金 よ り も 熱 伝 導 率 の 低 い 例 え ば ア ル ミ
ニ ウ ム 合 金 で 作 製 す る 。 副 室 外 壁 １ ２ Aと 副 室 内 壁 １ ２ Bは そ れ ぞ れ 別 々 に 作 製 し 、 副 室 外
壁 １ ２ Aに 副 室 内 壁 １ ２ Bを 嵌 合 す る 。 嵌 合 し た 後 、 副 室 壁 半 球 空 洞 部 １ ３ Cに 連 通 路 を 作
製 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ ー テ ィ ン グ を 施 す 場 合 は 、 副 室 壁 １ ２ 全 体 を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 作 製 し た の ち 、 副 室
外 壁 １ ３ Aの み に ミ タ ニ ラ イ ト （ 登 録 商 標 ） を 用 い て コ ー テ ィ ン グ を 施 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 副 室 構 造 に よ れ ば 、 副 室 外 壁 １ ２ Aは 熱 伝 導 率 の 高 い 部 材 で 形 成 さ れ て い る の で 、
副 室 外 壁 先 端 部 １ ２ Cの 熱 は 副 室 外 壁 １ ２ Aを 伝 わ り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ へ 、 さ ら に は 、 ウ
ォ ー タ ー ジ ャ ケ ッ ト １ ４ へ と 流 れ る 。 副 室 １ １ の 近 く に ウ ォ ー タ ー ジ ャ ケ ッ ト １ ４ が 位 置
し て い る こ と に よ り 、 副 室 外 壁 先 端 部 １ ２ Cを 効 果 的 に 冷 却 す る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 副 室 外 壁 先 端 部 １ ２ Cの 過 剰 な 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き 、 高 負 荷 運 転 時 に お い
て 副 室 先 端 部 １ ２ Cに て 発 生 す る プ レ イ グ ニ ッ シ ョ ン を 低 減 で き る 。 こ れ に よ り 、 副 室 式
内 燃 機 関 の 負 荷 の 増 大 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 副 室 内 壁 １ ２ Bは 熱 伝 導 率 の 小 さ い 部 材 で 形 成 さ れ て い る の で 、 副 室 内 壁 １ ２ Bを
伝 わ り 熱 が 副 室 １ １ 内 か ら 逃 げ る の を 抑 制 で き る 。 し た が っ て 、 副 室 内 の 熱 移 動 を 最 小 限
に 抑 え て 低 負 荷 運 転 時 に お け る 副 室 の 過 冷 却 を 防 ぐ こ と が 可 能 と な り 、 低 負 荷 運 転 時 の 燃
焼 内 燃 機 関 の 効 率 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 で は 副 室 外 壁 １ ２ Aの 熱 伝 導 率 を 副 室 内 壁 １ ２ Bの 熱 伝 導 率 に 比 べ
て 高 く し た こ と に よ り 、 副 室 １ １ の 面 方 向 の み の 熱 伝 導 性 が 向 上 さ れ 、 高 負 荷 運 転 時 に 副
室 先 端 部 に て 発 生 す る 予 期 せ ぬ 熱 面 着 火 を 回 避 し つ つ 、 副 室 内 の 熱 移 動 を 最 小 限 に 抑 え て
、 低 負 荷 運 転 時 に お け る 副 室 の 過 冷 却 を 防 ぐ こ と が 可 能 な 副 室 が 提 供 で き た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 燃 焼 を 促 進 す る た め に 、 燃 焼 室 内 に 水 素 や 改 質 ガ ス を 噴 射 す る 内 燃 機 関 に お い て
は 、 水 素 や 改 質 ガ ス の 効 果 に よ っ て 燃 焼 室 内 の 温 度 が 更 に 高 く な り 、 プ レ イ グ ニ ッ シ ョ ン
が 発 生 し や す い 。 こ の よ う な 内 燃 機 関 に お い て も 、 本 発 明 は 有 効 に 作 用 し て 副 室 壁 先 端 部
を 効 果 的 に 冷 却 可 能 と し 、 副 室 先 端 部 に お け る プ レ イ グ ニ ッ シ ョ ン を 抑 制 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ３ に 、 本 発 明 の 原 理 に 従 っ て 構 成 さ れ た 副 室 構 造 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 副 室 壁 １ ２ は 、 副 室 外 壁 １ ２ Aと 副 室 内 壁 １ ２ Bか ら 構 成 さ れ る 二 層 構 造 と な っ て い る 。
副 室 壁 半 球 空 洞 部 １ ３ Cに は お ね じ が 切 ら れ て お り 、 副 室 壁 円 柱 空 洞 部 １ ３ Bに 切 ら れ た め
ね じ と か み 合 う よ う に 副 室 壁 円 柱 空 洞 部 １ ３ Bに ね じ 込 ま れ て い る 。 さ ら に 、 図 示 は し な
い が 第 1実 施 形 態 と 同 様 に 、 副 室 壁 天 井 部 に は 点 火 プ ラ グ が 固 定 さ れ 、 副 室 天 井 部 は 、 副
室 円 柱 空 洞 部 １ ３ Bに 固 定 さ れ て い る 。 副 室 壁 円 柱 空 洞 部 １ ３ B側 面 の 副 室 壁 天 井 部 寄 り に
は お ね じ が 切 ら れ て お り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ に 切 ら れ た め ね じ と か み 合 う こ と に よ っ て 、
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副 室 壁 １ ２ 全 体 を シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ に 固 定 し て い る 。 ま た 、 図 示 は し な い が 、 第 １ 実 施 形
態 と 同 様 に ウ ォ ー タ ー ジ ャ ケ ッ ト が 副 室 １ １ に 近 接 し て 設 け ら れ て い る 。 １ ５ は 連 通 路 で
あ り 、 燃 焼 室 ４ と 副 室 １ １ の ガ ス 交 換 を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 副 室 壁 １ ２ は 、 副 室 外 壁 １ ２ Aと 副 室 内 壁 １ ２ Bか ら 構 成 さ れ る 二 層 構 造 と な っ て お り 、
副 室 外 壁 １ ２ Aは 副 室 内 壁 １ ２ Bに 比 べ て 、 熱 伝 導 率 の 高 い 部 材 で 形 成 さ れ て い る 。 連 通 路
内 壁 １ ５ Ａ は 副 室 外 壁 １ ２ Aと 同 じ く 、 高 熱 伝 導 率 部 材 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 副 室 外 壁 １ ２ Aの 熱 伝 導 率 を 副 室 内 壁 １ ２ Bの 熱 伝 導 率 と 比 べ て 高 く な る よ う な 構 造 に す
る 方 法 と し て は 、 熱 伝 導 率 の 異 な る 二 部 材 を 重 ね 合 わ せ る 方 法 や ミ タ ニ ラ イ ト （ 登 録 商 標
 第 4703408号 ） や CNT（ カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ） な ど の コ ー テ ィ ン グ を 施 す 方 法 、 ま た は
、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） で 形 成 さ れ た シ ー ト も し く は フ ィ ル ム を 接 着 す る 方 法 が 挙 げ ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 熱 伝 導 率 の 異 な る 二 部 材 を 重 ね 合 わ せ る 方 法 で は 、 副 室 外 壁 １ ２ Aを 高 熱 伝 導 率 部 材 で
あ る 例 え ば 銅 合 金 で 作 製 し 、 副 室 内 壁 １ ２ Bを 銅 合 金 よ り も 熱 伝 導 率 の 低 い 例 え ば ア ル ミ
ニ ウ ム 合 金 で 作 製 す る 。 副 室 外 壁 １ ２ Aと 副 室 内 壁 １ ２ Bは そ れ ぞ れ 別 々 に 作 製 し 、 副 室 外
壁 １ ２ Aに 副 室 内 壁 １ ２ Bを 嵌 合 す る 。 嵌 合 し た 後 、 副 室 壁 半 球 空 洞 部 １ ３ Cに 連 通 路 を 作
製 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ー テ ィ ン グ を 施 す 場 合 は 、 副 室 壁 １ ２ 全 体 を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 作 製 し た の ち 、 副 室
外 壁 １ ３ Aの み に ミ タ ニ ラ イ ト （ 登 録 商 標 ） を 用 い て コ ー テ ィ ン グ を 施 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ ー ト 状 の も の で 形 成 す る も の と し て 、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） で 形 成 さ れ た シ ー ト も
し く は フ ィ ル ム 、 ま た は グ ラ フ ァ イ ト シ ー ト を 接 着 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 に お い て は 、 さ ら に 、 連 通 路 内 壁 １ ５ Aを 熱 伝 導 率 の 高 い 部 材 で 形 成 し て
い る 。 連 通 路 内 壁 １ ５ Aを 熱 伝 導 率 の 高 い 部 材 で 形 成 す る 方 法 と し て は 、 連 通 路 に 高 熱 伝
導 率 部 材 を 嵌 め こ む 方 法 、 ミ タ ニ イ ト （ 登 録 商 標  第 4703408号 ） や CNT（ カ ー ボ ン ナ ノ チ
ュ ー ブ ） な ど の コ ー テ ィ ン グ を 施 す 方 法 、 ま た は 、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） で 形 成 さ れ た
シ ー ト も し く は フ ィ ル ム 、 ま た は グ ラ フ ァ イ ト シ ー ト を 接 着 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 連 通 路 内 壁 １ ３ ａ を 熱 伝 導 率 の 高 い 部 材 で 形 成 す る 方 法 で は 、 連 通 路 １ ３ の 径 よ り も 大
き い 穴 を 副 室 壁 に 形 成 し 、 高 熱 伝 導 率 部 材 か ら 形 成 さ れ 、 要 求 さ れ る 連 通 路 径 を 備 え た 円
筒 部 材 を 穴 に 嵌 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 コ ー テ ィ ン グ を 施 す 場 合 は 、 連 通 路 １ ３ を 有 す る 副 室 を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 で 作 製 し た
の ち 、 ミ タ ニ ラ イ ト （ 登 録 商 標 ） 処 理 を 行 う 。 こ の 際 、 ミ タ ニ ラ イ ト 分 の 厚 み が 増 す た め
、 連 通 路 １ ３ の 径 を 要 求 値 よ り も 大 き く っ て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 シ ー ト 又 は フ ィ ル ム を 接 着 す る 方 法 に お い て は 、 連 通 路 １ ３ を 有 す る 副 室 を ア ル ミ ニ ウ
ム 合 金 等 で 作 製 し た の ち 、 前 記 の よ う な 材 質 の シ ー ト 又 は フ ィ ル ム を 接 着 材 を 用 い て 接 着
さ せ る 。 こ の 際 、 シ ー ト 又 は フ ィ ル ム 分 の 厚 み が 増 す た め 、 連 通 路 １ ３ の 径 を 要 求 値 よ り
も 大 き く っ て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 副 室 構 造 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 例 の 効 果 に 加 え 、 連 通 路 内 壁 １ ３ ａ の 熱 伝 導 率 が 高 い
の で 、 吸 気 工 程 か ら 圧 縮 工 程 に 至 る 主 燃 焼 室 ４ か ら 副 室 １ １ に 流 れ る 新 気 に よ っ て 、 連 通
路 １ ３ を 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お け る 副 室 式 内 燃 機 関 の 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お け る 副 室 の 構 成 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に お け る 副 室 の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ 　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
２ 　 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク
３ 　 ピ ス ト ン
４ 　 燃 焼 室
５ 　 吸 気 弁
６ 　 排 気 弁
７ 　 吸 気 弁 用 カ ム
８ 　 排 気 弁 用 カ ム
９ 　 吸 気 ポ ー ト
１ ０ 　 排 気 ポ ー ト
１ １ 　 副 室
１ ２ 　 副 室 壁
１ ２ A　 副 室 外 壁
１ ２ B　 副 室 内 壁
１ ２ C　 副 室 外 壁 先 端 部
１ ３ A　 副 室 壁 天 井 部
１ ３ B　 副 室 壁 円 柱 空 洞 部
１ ３ C　 副 室 壁 半 球 空 洞 部
１ ４ 　 点 火 プ ラ グ
１ ５ 　 連 通 路
１ ５ A　 連 通 路 内 壁
１ ６ 　 ウ ォ ー タ ー ジ ャ ケ ッ ト
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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